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S 団地化，集約化 S 路網整備  S 林業機械 S 生産システム

評価と問題点

担い手は

どこまで可能か

生産システムとの対応

作設方法の一般化

自作設に必要なこと

加速化の方策

林業機械（車両系，架

線系）の改善

有効利用に必要なこと

現地に即した生産方式

生産システム全体の効率

化（システムパーツご

との改善と全体の改善）

素材生産の生産性目標

○森林施業のあり方 林業経営の収益性の試算

○国産材の需給，価格 ・間伐，皆伐の収益性 ・利用間伐の可能性 ・林業収益の試算 ・森林所有者に

とっての林業収益とは ・経営改善のための取り組み課題

S 森林組合のあり方

・現状認識 ・協同組合の理念 ・今後のあり方

S 素材生産業のあり方

・効率化の進め方 ・地域の担い手になりうるか

S 林業労働の育成

・望ましい労働者のあり方 ・効率的な育成システム ・資格制度

・定着化（労働条件等）

S 指導普及の活性化

・普及指導職員の養成 ・活動の活性化 ・研究機関等との連携

S 学校教育における技術者の養成

・大学の技術者養成 ・農林高校の養成 ・養成のシステム化

S 公的助成，補助金のあり方

・創意を生かす補助金 ・持続経営を支える補助金

S 情報の提供

・情報の収集体制 ・行政，経営者等に必要な情報の提供（森林，木

材，国際動向）

持続可能な林業経営のあり方と支援のあり方

▲図③　林業経営の課題（案）

注 1） 図中「S」は，セミナーの課題として想定されているもの。
　 2） 現在，森林施業の課題について，「S6」までが終了。




